
第６７回全国公立学校教頭研究大会茨城大会　安全防災計画

１　危機管理体制の確立（対策本部の設置）
【対策本部の構成】（茨城大会実行委員会・運営委員会）
	役　　職
	氏　　名　（所　　属）

	実行委員長
副実行委員長
実行委員（総務部長）
実行委員（渉外部長）
実行委員（庶務部長）
実行委員（研究部長）
実行委員（広報部長）
	安齊　　寛　（水戸市立国田義務教育学校）　※県副会長
根本　義典　（水戸市立吉田小学校）　　　　※県会長
森　　洋美　（常総市立水海道西中学校）
三代　博紀　（日立市立会瀬小学校）
大山　知恵美（水戸市立梅が丘小学校）
稲生　茂穂　（土浦市立真鍋小学校）
田島　法之　（鉾田市立鉾田南小学校）


【役割分担】
　　○　実行委員長：危機対応策の方針決定、会場責任者・運営委員・分科会責任者への指示伝達
　　○　副実行委員長：委員長の補佐を行う。
　　○　会場責任者：危機対応策協議、情報収集、連絡、運営委員・分科会責任者へ指示伝達、危機対応行動

２　災害発生対応の流れ　（震度５以上の地震災害、台風等の暴風雨災害、火災、その他）

                             ⑥
①
②③
②
⑤
②
③
②④
④
④
全公教
他県教頭会事務局
災害の発生
関係機関
茨城大会実行委員会
実行委員
大会運営業者
会場スタッフ
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　　①　災害の発生を認知した場合、危機状況を発見した場合は、すみやかに茨城大会実行委員会を通じて実行委員長へ通報する。
　　　（不在の場合は副実行委員長へ連絡する）
　　②　実行委員長は、茨城大会実行委員会を通じて、各会場責任者・関係機関・大会運営業者へ連絡し、情報を収集する。（被害状況、気象情報、交通機関の状況、基幹道路状況、宿泊施設状況など）
　　③　実行委員は、災害の状況を整理し、茨城大会実行委員会（実行委員長）へ報告する。茨城大会実行委員会（実行委員長）で対応方針及び対応策について協議する。
　　④　実行委員長は対応策を決定し、茨城大会運営委員会へ指示する。必要に応じて、他県教頭会事務局や全公教にも連絡する。
　　⑤　茨城大会実行委員会は、指示を各実行委員へ連絡する。
　　⑥　各実行委員は、会場スタッフへ連絡する。
３　災害発生対応マニュアル
	（１）７月３０日（水）開催時間前に、地震災害・火災・風水害等が発生した場合


　　①　実行委員長は、「対策本部」を茨城県小中学校教頭会事務局内に設置し、大会開催の可否を主催団体（全公教、関東甲信越地区公立学校教頭会）と検討する。
　　②　実行委員長は協議結果に基づき、各県事務局と県内各郡市評議員（会長）へ開催の有無を指示する。

	（２）７月３１日（木）・８月１日（金）大会の開催中に、地震・火災等が発生した場合


　　①　安全確保放送
　　　ａ）全体会場（来賓、会員の安全確保）→　総務部長
　　　　　「着席のまま頭部保護、落下物注意、けが人の確認と救助協力」
　　　ｂ）分科会場（会員、実行委員の安全確保）→　分科会責任者
　　　　　「頭部保護、落下物注意、けが人の確認と救助協力」
　　②　避難の指示　　　　※原則として、各施設の担当者の指示に従う
　　　ａ）全体会場（水戸市民会館）
　　　　　大会実行委員長は、状況を判断して施設外に避難を指示 →　総務部が緊急放送
　　　　　　ア）来賓・大会役員　…　実行委員長・総務部が誘導
　　　　　　イ）会員　…　副実行委員長が庶務部へ誘導を指示
　　　　　　　　　　　　　指示：副実行委員長、庶務部長
　　　　　　　　　　　　　　　　会場スタッフ（庶務部受付）は非常口を解錠、参加者の避難誘導
　　　　　　　　　　　　　　　　会場スタッフ（庶務部受付以外）は会場から階下避難場所まで誘導
　　　　　　ウ）負傷者の応急処置、救助　…　総務部長：対応を指示　　会場管理者：救急要請
　
　　　ｂ）分科会会場
　　　　　・分科会責任者は、状況を判断して施設外に避難を指示　
　　　　　　→　分科会会場にいる実行委員が中心になって行う。
　　　　　・負傷者の救助は、分科会会場にいる茨城県参加者を中心に、参加者の協力を得て行う。
　　　ｃ）避難先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※原則として、各施設の担当者の指示に従う。
	分科会
	会　　場
	分科会責任者
	避難場所（１次）
	AED設置場所

	１Ａ
	アダストリアみとアリーナ【1階：サブアリーナ】
	鈴木　亮範
	駐車場
	事務室前

	１Ｂ
	アダストリアみとアリーナ【2階：会議室】
	染谷　伸一
	
	ランニングコース壁

	２
	ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸【2階：千波】
	酒井　義成
	駐車場
	１階フロント

	３
	水戸京成ホテル【2階：瑠璃の間】
	飯田　英路
	駐車場
	１階フロント

	４
	水戸プラザホテル【1階：ガーデンルーム】　
	須田　康二郎
	駐車場
	１階フロント

	５Ａ
	水戸プラザホテル【2階：ボールルームＥ側】
	細野　友隆
	
	

	５Ｂ
	水戸プラザホテル【2階：ボールルームＷ側】
	加藤　慶之
	
	

	６
	水戸市民会館【2階：展示室】
	池田　　浩
	芸術館前広場
	２階エスカレータ附近

	特Ⅰ
	水戸市民会館【3階：大会議室】
	稲垣　章一
	
	３階エスカレータ附近

	特Ⅱ
	水戸三の丸ホテル【4階：ステラ】
	富田　哲也
	駐車場
	１階フロント


　　③　避難後の情報収集・確認
　　　ａ）実行委員長は、実行委員に被災情報の収集を指示。（実行委員長不在時は分科会責任者が対応）
　　　ｂ）実行委員会は、実行委員に必要な情報収集を指示。収集した情報を実行委員長に報告。
　　　ｃ）副実行委員長は、教育委員会関係者の避難後の安否確認等を実行委員長に報告。
　　　ｄ）庶務部長は、各会場の庶務部受付班に都道府県ごとの参加会員の人員確認を指示。各県教頭会の協力を得て、人員確認を行う。確認の結果を実行委員長に報告。
　　　ｅ）副実行委員長は、各会場の分科会責任者に施設の被災状況と負傷者の状況についての報告を指示。結果を実行委員長に報告。
　　　ｆ）渉外部長は、近ツリ・関係機関と協力して宿泊ホテルの被災状況に関する情報収集及び避難可能な宿泊施設の情報収集を行う。その結果を実行委員長に報告。
　　　ｇ）研究部長は、関係機関と協力して安全な帰還ルート及び利用可能な交通機関の確保に関する情報収集を行う。その結果を実行委員長に報告。
　　　ｈ）事務局長は、県および各市町村教育委員会あるいは各郡市教頭会を通じて、茨城県内各小中学校の被災状況についての情報収集を行う。その結果を実行委員長に報告。
　　　ｉ）実行委員長は、集まった情報を整理・集約し、実行委員会に報告。
　　④　対策本部の動きと対応
　　　ａ）実行委員長は茨城県対策本部を招集し、上記③で集まった情報をもとに対応を検討・協議（被災状況の確認、大会継続の可否、県外会員の避難待機場所の情報提供、県外会員の帰還方法の情報提供、県内会員の解散の目処ほか）
　　　ｂ）対策本部は、上記③より被災状況および大会継続の可否を確認。避難待機場所及び帰還方法の情報をもとに、各県ごとに各会員と協議、その後の動きについて検討する。

	（３）警報等が発令されている場合


　　①　台風等風水害の注意情報の発令されている場合（大会前日）
　　　→　実行委員長と主催団体（全公教、関東甲信越地区教頭会）で開催について検討・決定する。
　　②　各種警報が発令されていても公共交通機関（ＪＲ在来線・新幹線）が、おおむね運行されている場合　→　開催施設に問題がなければ開催する。
　　③　中止の場合の参加費等の扱い
　　　→　返金可能な金額のみ各都道府県事務局に返金する。振込手数料等を差し引いた金額とする。

	（4） 緊急時の救護対応


1 ７月３０日（水) 準備日　13：00～16：30　総務部長を中心に対応する。
a７月３１日（木）１日目　10：00～16：30　総務部長を中心に対応する。
a８月　１日（金）２日目　 9：00～16：30　各分科会の会場責任者を中心に対応する。
②　緊急時の救護所については、被災の状況により、最も安全な場所に設置する。
③　緊急事態発生時の措置
　　　・　警察（110番）、救急車出動要請（119番）への通報を最優先する。
（７月３０日：総務部長、庶務部長）
（７月３１日：総務部長、庶務部長）
（８月　１日：分科会責任者、会場責任者）
・　その後は警察官・消防隊員、救急隊員の指示に従う。
	＜関係機関の連絡先＞
　・　水戸警察署　　　　　　　　　　　　１１０　　TEL　０２９－２３３－０１１０
・　水戸北消防署　　　　　　　　　　　１１９　　TEL　０２９－２２１－０１１７
　・　水戸市　市民協働部　防災・危機管理課　　　　TEL　０２９－２３２－９１５２
　・　茨城県小中学校教頭会事務局　　　　　　　　　TEL　０２９－２６９－２７１１
　・　近畿日本ツーリスト　水戸支店　　　　　　　　TEL　０２９－２２５－１０１５









